
最新の外来予定は
こちらのQRコード
からご確認いただ
けます。

赤門整形外科内科
〒294-0034 千葉県館山市沼1619
TEL. 0470-22-0008　FAX. 0470-23-2836

介護老人保健施設　なのはな館　みさき
〒294-0303 千葉県館山市浜田110-1
TEL. 0470-29-2700　FAX. 0470-29-2777

サテライト型小規模介護老人保健施設　なのはな館　なぎさ
〒294-0045 千葉県館山市北条2832
TEL. 0470-24-2700　FAX. 0470-24-2701

なのはな訪問看護ステーション
〒294-0034 千葉県館山市沼1604-4
TEL.0470-24-3113　FAX.0470-24-3117

ホームヘルプサービスなのはな
〒294-0034 千葉県館山市沼1604-4
TEL. 0470-24-1226　FAX. 0470-24-3117

赤門ケアプランセンター
〒294-0034 千葉県館山市沼1637-1
TEL. 0470-22-0023　FAX. 0470-23-6160

館山市地域包括支援センターなのはな
〒294-0034 千葉県館山市沼1604
TEL. 0470-22-1350　FAX. 0470-22-1351

館山市地域包括支援センターいちご
〒294-0043 千葉県館山市安布里237-3
TEL. 0470-28-4115　FAX. 0470-28-4116

管理部
〒294-0034 千葉県館山市沼1599-1、1階
TEL. 0470-25-7300　FAX.  0470-25-7301

月～金（午前）9：00～12：00　（午後）14：00～18：00 
土曜日（午前）9：00～12：00　（午後）14：00～17：00 
月～金　8：30～19：00
土曜日　8：30～17：00
月～金　8：30～18：00
土曜日　8：30～17：00
日・祝・祭日、年末年始
（12月 30 日～１月３日）

診療時間

リハビリテーション

外来受付時間

休診日

赤門ヘルスケアグループ　季刊広報誌「赤門だより」通巻47号
（医療法人社団　慶勝会 / 株式会社ケアサービス・まきの実　共同発行）
発行・責任：「赤門だより」編集発行室
〒294-0034　千葉県館山市沼1599-1、1階
TEL.0470-25-7300　FAX.0470-25-7301
医療法人社団　慶勝会　http://www.keishokai.or.jp
株式会社ケアサービス・まきの実　http://www.makinomi.co.jp
発行日：平成28年４月15日（年４回発行）
編集・印刷・写真：管理部　総合企画

救急告示診療所・労災指定・生活保護法指定・原爆医療指定・公害・特定疾患・身体障害者福祉法指定医

赤門ヘルスケアグループ　事業所一覧

●●　医療法人社団　慶勝会
グループホーム堂の下ガーデン
〒294-0056　千葉県館山市船形827-11　TEL＆FAX.0470-20-5228
グループホーム神明町ガーデン
〒294-0045　千葉県館山市北条1173-6　TEL＆FAX.0470-24-5075
グループホーム広瀬ガーデン
〒294-0008　千葉県館山市広瀬368-1　TEL.0470-20-6221　FAX.0470-36-1022
グループホームやつかガーデン
〒299-2415　千葉県南房総市富浦町深名656-1　TEL.0470-33-3113　FAX.0470-33-3114
グループホーム相浜ガーデン
〒294-0235　千葉県館山市相浜75-1　TEL.0470-20-7511　FAX.0470-28-3588
グループホーム安布里ガーデン
〒294-0043　千葉県館山市安布里237-2　TEL.0470-29-5146　FAX.0470-29-5147
デイサービス安布里
〒294-0043　千葉県館山市安布里237-2　TEL.0470-25-5766　FAX.0470-24-3090
デイホーム柏崎
〒294-0034　千葉県館山市沼1627-2　TEL.0470-25-5337　FAX.0470-22-8101
デイホーム西の浜
〒294-0034　千葉県館山市沼865　TEL.0470-23-3319　FAX.0470-23-3392
デイホームやつか
〒299-2415　千葉県南房総市富浦町深名656-1　TEL.0470-33-3113　FAX.0470-33-3114
デイホーム安布里
〒294-0043　千葉県館山市安布里237-2　TEL.0470-29-5367　FAX.0470-24-3090
福祉用具貸与・販売、生活支援（すりーえす）
〒294-0034　千葉県館山市沼1630-1　TEL.0470-28-4025　FAX.0470-29-5211
介護タクシー（介護タクシー・まきの実）
〒294-0034　千葉県館山市沼1630-1　TEL.0470-29-5210/080-8809-8881
本　部
〒294-0034　千葉県館山市沼1599-1-2階　TEL.0470-30-8488　FAX.0470-29-5206

●●株式会社ケアサービス・まきの実

赤門整形外科内科　ご利用のご案内（平成28年４月時点）

近所の河津桜を見に散歩に出かけた
時のワンカット。利用者様が「桜は
嘘をつかないなあ、必ず１年に１回
花をつける。人間も見習わなきゃい
けないね」とお話ししておられまし
た。

車イスOK
！！

運転手は介護職員初任者研修修了者です。

介護タクシー・まきの実

0470-29-5210／080-8809-8881
検査や透析などの定期利用にも便利

急な予約OK！！

買物 通院 旅行

医療と介護で地域に根差す
赤門ヘルスケアグループ【季刊広報誌】

その人らしい暮らしを支える

相談ひろばQ&A
病院でも認知症の相談ってできるの？

医療・介護　現場の目
人としての尊厳を守る

Pickup

連載②

連載③

特集 心と心を繋ぐケア
介護老人保健施設　なのはな館　みさき

Akamon Healthcare Group



◉施設概要

名　　　称：介護老人保健施設　なのはな館　みさき

提供サービス：入所・短期入所療養介護・介護予防短期入所療養介護
　　　　　　通所リハビリテーション・介護予防通所リハビリテーション
　　　　　　訪問リハビリテーション・介護予防訪問リハビリテーション

事業所番号：1253680014

開設年月日：平成９年10月24日

定　　　員：入所119床・通所35名

住　　　所：〒294-0303 千葉県館山市浜田110-1
 　　TEL：0470-29-2700　FAX：0470-29-2777

URL：http://www.keishokai.or. jp
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ページ番号

目次

　「赤門だより」は、赤門整形外科内科を中心とする赤門ヘルスケアグループ
（医療法人社団　慶勝会および株式会社ケアサービス・まきの実）による共同発
行の季刊広報誌です。
　当グループは、明治21年（1888年）「赤門鈴木医院」の開院以来、館山・南
房総を中心に皆様方のご支援を受けて、医療・介護に取り組んで参りました。
また地域でも早くから認知症対策に力を注いで参りました。これからも「その
人らしい暮らしを支える」の理念の下、地域の皆様に貢献するべく絶えず邁進
して参ります。

特 集

【赤門の由来】
　江戸時代に南部藩（現在の盛岡）の御常宿として
通称「南部屋」の名称で呼ばれていた鈴木家は交易
の司処として南部藩主より、門柱に朱塗りを、塀の
上には高張り（庇）を
許されました。
　この朱塗りの門すな
わち〝赤門〟が名称の
由来として今日まで継
承されています。

心と心を繋ぐケア
介護老人保健施設　なのはな館　みさき
開設19年を迎えた介護老人保健施設　なのはな館　みさきでは、平成27年９月に認知症専門棟である２階の
改装工事を行いました。利用者様やご家族の思いを最大限に尊重し、心に寄り添い、その人らしい未来へ
繋いで行く事業所の取り組みをご紹介します。

介護老人保健施設　なのはな館　みさき
赤門整形外科内科
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特集　介護老人保健施設　なのはな館　みさき
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を
行
う
事
も
大
切

な
支
援
の
一
つ
で
す
。
そ
の
上
で
様
々
な

行
事
へ
の
参
加
方
法
を
工
夫
し
、
グ
ル
ー

プ
毎
の
特
性
に
合
わ
せ
た
ケ
ア
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

環
境
を
整
え
れ
ば
、
昔
行
っ
て
い
た
事

を
以
前
と
同
じ
よ
う
に
で
き
る
方
も
い
ま

す
。
重
度
の
認
知
症
で
意
思
の
疎
通
が
困

難
な
方
で
も
、
好
き
な
音
楽
が
流
れ
る
と

上
手
に
歌
い
出
す
方
も
い
ま
す
。
誰
も
が

主
役
に
な
れ
る
よ
う
利
用
者
様
の
可
能
性

を
引
き
出
す
事
に
重
点
を
置
い
て
い
ま
す
。

収
穫
し
た
野
菜
を
皆
で
美
味
し
く
食
べ
、
畑

作
業
で
汗
を
か
い
た
ら
そ
の
ま
ま
お
風
呂

に
入
る
事
も
、
利
用
者
様
に
と
っ
て
は
当

た
り
前
に
行
っ
て
き
た
事
で
す
。
こ
の
よ

う
に
、
施
設
が
決
め
た
時
間
割
で
は
な
く

一
人
ひ
と
り
の
暮
ら
し
の
歴
史
を
大
切
に

し
、
個
性
を
発
揮
で
き
る
よ
う
に
支
援
す

る
事
が
認
知
症
ケ
ア
の
根
底
で
す
。

時には野菜を収穫し、自分たちで料理を行います。利用
者様の生活歴を知り、できる能力を引き出していく。

緑
が
目
に
優
し
い
癒
し
効
果
の
あ
る
絵
を
新
た
に
飾
っ
た
開
放
感
の
あ
る
明
る
い
フ
ロ
ア
で
は
、
日
常
生
活
動
作

練
習
（
洗
濯
物
畳
み
な
ど
）
を
行
っ
て
い
る
。

介護老人保健施設とは

介護の必要な高齢者の自
立支援と家庭復帰を目標
に、医師や看護、介護、
リハビリスタッフ、管理栄
養士などによる専門サー
ビスを提供する施設。本人
の心身や住居の問題によ
り、自宅での生活に不安
がある、または骨折や脳
梗塞など様々な理由で入
院した後も安全に安心し
て自宅で過ごしたい、そ
うした方々を対象に身体
機能の回復や維持につな
げる。医療機関と自宅と
の中間施設とも呼ばれる。

ひ
な
祭
り
行
事
で
の
一
枚
。
年
間
の
行
事
を
通
じ
て
、

楽
し
み
な
が
ら
季
節
を
感
じ
て
も
ら
う
。

ら
の
回
復
効
果
が
あ
る
と
言
わ
れ
る
〝
緑

の
あ
る
環
境
〞
を
取
り
入
れ
、
食
堂
の
ベ

ラ
ン
ダ
に
は
薄
緑
の
美
し
い
葉
と
軽
や
か

な
樹
形
が
魅
力
的
な
「
シ
マ
ト
ネ
リ
コ
」

を
植
え
ま
し
た
。

　

療
養
室
の
床
に
は
ク
ッ
シ
ョ
ン
材
を
入

れ
、
転
倒
し
た
際
の
骨
折
リ
ス
ク
を
軽
減

し
て
い
ま
す
。
利
用
者
様
の
安
全
と
安
心

を
守
り
、
明
る
く
過
ご
し
や
す
い
空
間
に

生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

ベランダに植えた「シマトネリコの木」
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は
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館
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さ
き
　認
知
症
専
門
棟
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　

明
る
さ
や
色
合
い
な
ど
、
よ
り
認
知
症
に
配
慮
し
た
空
間
へ
と
改
装
さ
れ
た
認
知
症
専
門
棟
。
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用
者
様
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歴
史
を
大
切
に
し
た
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専
門
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ア
を
提
供
し
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す
。

明
る
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過
ご
し
や
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昨
年
９
月
、
改
装
工
事
に
よ
り
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
た
２
階
の
認
知
症
専
門
棟
。
改
装

に
あ
た
り
、
認
知
症
の
症
状
は
環
境
と
ス

ト
レ
ス
が
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
事
に

着
目
し
ま
し
た
。
壁
や
床
は
認
知
症
の
方

が
落
ち
着
く
と
さ
れ
る
暖
色
系
を
選
び
、

な
お
か
つ
生
活
感
を
損
な
わ
な
い
よ
う
に

色
の
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
る
事
で
、
利
用
者

様
か
ら
も
「
す
ご
く
明
る
い
ね
」
と
の
声

が
多
く
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
心
拍
が
落
ち
着
き
ス
ト
レ
ス
か
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暮
ら
し
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歴
史
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台
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近
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介
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濯
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、
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だ
け
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過
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、
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。
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や
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が
楽
し

い
時
間
を
過
ご
せ
る
よ
う
に
、
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が
間
に
入
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、
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を
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う
事
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の
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。
そ
の
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、
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プ
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の
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に
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た
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を
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す
。
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を
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、
昔
行
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て
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た
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を
以
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と
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よ
う
に
で
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る
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も
い
ま

す
。
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度
の
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症
で
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思
の
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通
が
困
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な
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で
も
、
好
き
な
音
楽
が
流
れ
る
と

上
手
に
歌
い
出
す
方
も
い
ま
す
。
誰
も
が

主
役
に
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れ
る
よ
う
利
用
者
様
の
可
能
性

を
引
き
出
す
事
に
重
点
を
置
い
て
い
ま
す
。

収
穫
し
た
野
菜
を
皆
で
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味
し
く
食
べ
、
畑

作
業
で
汗
を
か
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た
ら
そ
の
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ま
お
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呂

に
入
る
事
も
、
利
用
者
様
に
と
っ
て
は
当

た
り
前
に
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っ
て
き
た
事
で
す
。
こ
の
よ

う
に
、
施
設
が
決
め
た
時
間
割
で
は
な
く

一
人
ひ
と
り
の
暮
ら
し
の
歴
史
を
大
切
に

し
、
個
性
を
発
揮
で
き
る
よ
う
に
支
援
す

る
事
が
認
知
症
ケ
ア
の
根
底
で
す
。

時には野菜を収穫し、自分たちで料理を行います。利用
者様の生活歴を知り、できる能力を引き出していく。

緑
が
目
に
優
し
い
癒
し
効
果
の
あ
る
絵
を
新
た
に
飾
っ
た
開
放
感
の
あ
る
明
る
い
フ
ロ
ア
で
は
、
日
常
生
活
動
作

練
習
（
洗
濯
物
畳
み
な
ど
）
を
行
っ
て
い
る
。

介護老人保健施設とは

介護の必要な高齢者の自
立支援と家庭復帰を目標
に、医師や看護、介護、
リハビリスタッフ、管理栄
養士などによる専門サー
ビスを提供する施設。本人
の心身や住居の問題によ
り、自宅での生活に不安
がある、または骨折や脳
梗塞など様々な理由で入
院した後も安全に安心し
て自宅で過ごしたい、そ
うした方々を対象に身体
機能の回復や維持につな
げる。医療機関と自宅と
の中間施設とも呼ばれる。

ひ
な
祭
り
行
事
で
の
一
枚
。
年
間
の
行
事
を
通
じ
て
、

楽
し
み
な
が
ら
季
節
を
感
じ
て
も
ら
う
。

ら
の
回
復
効
果
が
あ
る
と
言
わ
れ
る
〝
緑

の
あ
る
環
境
〞
を
取
り
入
れ
、
食
堂
の
ベ

ラ
ン
ダ
に
は
薄
緑
の
美
し
い
葉
と
軽
や
か

な
樹
形
が
魅
力
的
な
「
シ
マ
ト
ネ
リ
コ
」

を
植
え
ま
し
た
。

　

療
養
室
の
床
に
は
ク
ッ
シ
ョ
ン
材
を
入

れ
、
転
倒
し
た
際
の
骨
折
リ
ス
ク
を
軽
減

し
て
い
ま
す
。
利
用
者
様
の
安
全
と
安
心

を
守
り
、
明
る
く
過
ご
し
や
す
い
空
間
に

生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

ベランダに植えた「シマトネリコの木」



特集　介護老人保健施設　なのはな館　みさき

7 6赤門だより赤門だより

2
特集　介護老人保健施設　なのはな館　みさき

心
と
心
が
繋
が
る
時

　
利
用
者
様
の
状
態
や
行
動
に
変
化
が

あ
っ
た
時
に
は
、
そ
の
一
点
だ
け
を
問
題

と
し
て
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
精
神
面
、

身
体
面
、
環
境
面
に
お
け
る
様
々
な
角
度

か
ら
、
何
が
原
因
か
を
探
っ
て
い
き
ま
す
。

　
運
動
不
足
や
、
食
事･

水
分
量
の
低
下

な
ど
が
引
き
起
こ
す
身
体
症
状
が
、
認
知

症
の
症
状
を
悪
化
さ
せ
る
事
も
多
く
あ
り

ま
す
。
但
し
、
活
動
量
や
水
分
量
を
上
げ

よ
う
と
た
だ
闇
雲
に
働
き
か
け
て
も
、
認

知
症
の
方
は
理
解
で
き
ず
に
負
担
に
な
る

事
も
あ
り
ま
す
。
必
ず
中
心
と
な
る
の
は

精
神
面
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
す
。
人
そ
れ

ぞ
れ
異
な
る
不
安
を
知
る
に
は
、
そ
の
方

が
今
ま
で
生
き
て
き
た
過
程
ま
で
遡
ら
な

け
れ
ば
見
え
て
き
ま
せ
ん
。
そ
の
方
自
身

を
知
る
事
で
、
意
欲
を
沸
か
せ
る
よ
う
な

働
き
か
け
や
、
何
に
よ
り
安
心
感
が
得
ら

れ
る
の
か
が
見
え
て
き
ま
す
。

　
そ
う
し
た
一
つ
一
つ
の
積
み
重
ね
が
心

と
心
を
繋
ぎ
、
利
用
者
様
と
職
員
と
の
関

係
が
生
ま
れ
て
い
き
ま
す
。

　
利
用
者
様
の
そ
の
時
々
の
感
情
を
受
け

止
め
、
気
持
ち
に
寄
り
添
う
ケ
ア
こ
そ
、

認
知
症
の
方
の
心
を
支
え
、
よ
り
豊
か
な

生
活
、
よ
り
良
い
人
生
を
続
け
て
い
く
事

の
要
に
な
る
と
考
え
ま
す
。

言
葉
に
で
き
な
い
不
安
に
寄
り
添
う

　
認
知
症
の
方
は
、
脳
の
病
気
に
よ
り
常

に
不
安
と
孤
独
の
中
に
い
ま
す
。
自
身
の

置
か
れ
て
い
る
状
況
が
理
解
で
き
ず
、
疑

問
が
沸
い
て
も
自
ら
答
え
を
探
す
方
法
が

見
つ
け
ら
れ
な
い
事
が
あ
り
、
解
決
で
き

な
い
ま
ま
、
混
乱
へ
引
き
寄
せ
ら
れ
て
い

き
ま
す
。
周
囲
が
い
く
ら
答
え
を
理
解
し

て
も
ら
お
う
と
働
き
か
け
て
も
、
混
乱
を

更
に
強
め
て
し
ま
う
場
合
も
多
い
で
す
。

で
は
、
私
達
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
で

し
ょ
う
か
。

　
そ
れ
は
難
し
い
事
で
は
な
く
、
否
定
せ

ず
、
不
安
に
寄
り
添
お
う
と
す
る
心
が
大

切
で
す
。
認
知
症
の
方
も
、
こ
の
人
な
ら

聞
い
て
く
れ
る
の
で
は
な
い
か…

と
不
安

や
苛
立
ち
を
受
け
止
め
て
く
れ
る
相
手
を

探
し
て
い
ま
す
。
言
葉
で
は
伝
え
ら
れ
な

く
て
も
、
身
体
や
行
動
で
表
現
し
て
い
ま

す
。
そ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
見
逃
さ
ず
受
け

止
め
ら
れ
る
人
が
、
認
知
症
専
門
棟
の
私

達
で
す
。
心
の
奥
底
に
眠
る
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
引
き
出
す
人
間
性
、
キ
ャ
ッ
チ
し
分
析

で
き
る
専
門
性
が
、
私
達
に
は
同
時
に
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

安心して生活を送っていただくため、さりげないスキンシップもケアの一つとして全職員が行っている。

ゆ
っ
く
り
と
食
事
を
楽
し
み
な
が
ら
、
利
用
者
様
の

体
調
や
今
の
状
態
を
確
か
め
る
。

移動販売の日、熱心に買い物をさ
れる姿。

そ
の
方
が
興
味
が
あ
る
事
、
得
意
な
事
を
引
き
出
し
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
も
ら
う
。

認
知
症
専
門
棟
の
ケ
ア

　
利
用
者
様
の
抱
え
る
思
い
や
不
安
に
寄
り
添
い
、
内
な
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受
け
止
め
な
が
ら
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
専
門
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
「
心
と
心
が
繋
が
る
」
関
係
を
築
い
て
い
く
の
で
す
。



特集　介護老人保健施設　なのはな館　みさき

7 6赤門だより赤門だより

2
特集　介護老人保健施設　なのはな館　みさき

心
と
心
が
繋
が
る
時

　
利
用
者
様
の
状
態
や
行
動
に
変
化
が

あ
っ
た
時
に
は
、
そ
の
一
点
だ
け
を
問
題

と
し
て
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
精
神
面
、

身
体
面
、
環
境
面
に
お
け
る
様
々
な
角
度

か
ら
、
何
が
原
因
か
を
探
っ
て
い
き
ま
す
。

　
運
動
不
足
や
、
食
事･

水
分
量
の
低
下

な
ど
が
引
き
起
こ
す
身
体
症
状
が
、
認
知

症
の
症
状
を
悪
化
さ
せ
る
事
も
多
く
あ
り

ま
す
。
但
し
、
活
動
量
や
水
分
量
を
上
げ

よ
う
と
た
だ
闇
雲
に
働
き
か
け
て
も
、
認

知
症
の
方
は
理
解
で
き
ず
に
負
担
に
な
る

事
も
あ
り
ま
す
。
必
ず
中
心
と
な
る
の
は

精
神
面
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
す
。
人
そ
れ

ぞ
れ
異
な
る
不
安
を
知
る
に
は
、
そ
の
方

が
今
ま
で
生
き
て
き
た
過
程
ま
で
遡
ら
な

け
れ
ば
見
え
て
き
ま
せ
ん
。
そ
の
方
自
身

を
知
る
事
で
、
意
欲
を
沸
か
せ
る
よ
う
な

働
き
か
け
や
、
何
に
よ
り
安
心
感
が
得
ら

れ
る
の
か
が
見
え
て
き
ま
す
。

　
そ
う
し
た
一
つ
一
つ
の
積
み
重
ね
が
心

と
心
を
繋
ぎ
、
利
用
者
様
と
職
員
と
の
関

係
が
生
ま
れ
て
い
き
ま
す
。

　
利
用
者
様
の
そ
の
時
々
の
感
情
を
受
け

止
め
、
気
持
ち
に
寄
り
添
う
ケ
ア
こ
そ
、

認
知
症
の
方
の
心
を
支
え
、
よ
り
豊
か
な

生
活
、
よ
り
良
い
人
生
を
続
け
て
い
く
事

の
要
に
な
る
と
考
え
ま
す
。

言
葉
に
で
き
な
い
不
安
に
寄
り
添
う

　
認
知
症
の
方
は
、
脳
の
病
気
に
よ
り
常

に
不
安
と
孤
独
の
中
に
い
ま
す
。
自
身
の

置
か
れ
て
い
る
状
況
が
理
解
で
き
ず
、
疑

問
が
沸
い
て
も
自
ら
答
え
を
探
す
方
法
が

見
つ
け
ら
れ
な
い
事
が
あ
り
、
解
決
で
き

な
い
ま
ま
、
混
乱
へ
引
き
寄
せ
ら
れ
て
い

き
ま
す
。
周
囲
が
い
く
ら
答
え
を
理
解
し

て
も
ら
お
う
と
働
き
か
け
て
も
、
混
乱
を

更
に
強
め
て
し
ま
う
場
合
も
多
い
で
す
。

で
は
、
私
達
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
で

し
ょ
う
か
。

　
そ
れ
は
難
し
い
事
で
は
な
く
、
否
定
せ

ず
、
不
安
に
寄
り
添
お
う
と
す
る
心
が
大

切
で
す
。
認
知
症
の
方
も
、
こ
の
人
な
ら

聞
い
て
く
れ
る
の
で
は
な
い
か…

と
不
安

や
苛
立
ち
を
受
け
止
め
て
く
れ
る
相
手
を

探
し
て
い
ま
す
。
言
葉
で
は
伝
え
ら
れ
な

く
て
も
、
身
体
や
行
動
で
表
現
し
て
い
ま

す
。
そ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
見
逃
さ
ず
受
け

止
め
ら
れ
る
人
が
、
認
知
症
専
門
棟
の
私

達
で
す
。
心
の
奥
底
に
眠
る
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
引
き
出
す
人
間
性
、
キ
ャ
ッ
チ
し
分
析

で
き
る
専
門
性
が
、
私
達
に
は
同
時
に
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

安心して生活を送っていただくため、さりげないスキンシップもケアの一つとして全職員が行っている。

ゆ
っ
く
り
と
食
事
を
楽
し
み
な
が
ら
、
利
用
者
様
の

体
調
や
今
の
状
態
を
確
か
め
る
。

移動販売の日、熱心に買い物をさ
れる姿。

そ
の
方
が
興
味
が
あ
る
事
、
得
意
な
事
を
引
き
出
し
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
も
ら
う
。

認
知
症
専
門
棟
の
ケ
ア

　
利
用
者
様
の
抱
え
る
思
い
や
不
安
に
寄
り
添
い
、
内
な
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受
け
止
め
な
が
ら
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
専
門
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
「
心
と
心
が
繋
が
る
」
関
係
を
築
い
て
い
く
の
で
す
。
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館
山
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
い
ち
ご
開
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3

Q
　病
院
で
も
認
知
症
の
相
談
っ
て
で
き
る
の
？

A
か
か
り
つ
け
医
や
、「
認
知
症
外
来
」「
も
の
忘
れ
外
来
」

等
を
掲
げ
て
い
る
病
院
で
も
相
談
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
早
い
時
期
に
受
診
す
る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト

　

認
知
症
と
い
う
病
気
を
正
し
く
理
解
し
適
切
な
対
応
を
行
う
こ
と
で
、

生
活
上
の
障
害
を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
医
師
の
処
方

を
受
け
適
切
な
薬
を
使
用
す
る
こ
と
で
も
進
行
を
遅
ら
せ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
そ
の
た
め
早
期
発
見
、
早
期
治
療
が
非
常
に
重
要
で
、
専
門

家
と
の
繋
が
り
を
持
つ
こ
と
に
よ
り
認
知
症
で
あ
っ
て
も
そ
の
人
ら
し

い
生
き
方
を
全
う
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

●
受
診
の
内
容

　

患
者
様
や
ご
家
族
様
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
な
が
ら
、
記

憶
・
知
能
な
ど
に
関
す
る
検
査
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
画
像
検
査
な

ど
を
実
施
し
確
定
診
断
を
行
い
ま
す
。

●「
今
聞
い
て
欲
し
い
こ
と
に
、
今
対
応
で
き
る
」
体
制

　
「
最
近
、
ち
ょ
っ
と
様
子
が
違
う
な
」
と
気
づ
か
れ
て
も
、
遠
方
で

あ
っ
た
り
、
お
仕
事
の
都
合
で
、
直
ぐ
に
受
診
が
難
し
い
と
お
困
り
の

方
は
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
か
？　
赤
門
整
形
で
は
、
受
診
前
で
も
お

電
話
で
の
ご
相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。
相
談
を
お
伺
い
す
る
時

は
、
話
さ
れ
た
内
容
の
他
、
ご
自
身
で
も
気
づ
か
ず
表
面
化
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
が
無
い
か
を
見
逃
さ
な
い
よ
う
配
慮
し
ま
す
。
ど
ん
な
些
細

な
こ
と
で
も
相
談
す
る
こ
と
は
、
何
か
治
療
の
手
が
か
り
を
見
つ
け
出

せ
る
き
っ
か
け
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
患
者
様
や
ご
家
族

の
疑
問
に
応
え
不
安
を
軽
減
し
、
相
違
な
い
信
頼
関
係
の
下
、
安
心
し

て
受
診
で
き
る
よ
う
医
師
へ
繋
ぐ
援
助
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
先

ず
は
受
診
を
お
勧
め
い
た
し
ま
す
が
、
定
期
的
な
診
療
を
希
望
す
る
方

に
は
、
認
知
症
外
来
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

・
赤
門
整
形
外
科
内
科
　認
知
症
外
来
　０
４
７
０-

２
２-

０
０
０
８

　
毎
月
第
一
・
第
三
火
曜
午
前
中
（
予
約
制
）※

一
般
外
来
の
患
者
様

　

と
は
別
室
で
の
ご
案
内
に
つ
き
、
安
心
し
て
診
療
い
た
だ
け
ま
す
。

〝こんな時はどうしたらいいの？　誰に相談するの？〟
医療と介護に関する様々な疑問・お悩みに専門スタッフがお答えします。

相談ひろば　Q&A
2
連載

　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
神
明
町
ガ
ー
デ
ン
で
、
人
生
の
大
先
輩
の
方
々
の
生
活
支
援
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

認
知
症
は
、
進
行
に
よ
り
で
き
な
い
事
、
判
ら
な
く
な
る
事
が
増
え
て
い
き
ま
す
。
体
の

不
調
や
ご
自
分
の
思
っ
て
い
る
事
を
伝
え
る
の
も
難
し
く
な
り
ま
す
が
、
進
行
の
仕
方
は
人

に
よ
り
違
い
ま
す
。

　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
は
、
職
員
が
ご
本
人
の
で
き
る
事
を
見
つ
け
支
援
す
る
こ
と
に
よ

り
、
台
所
に
入
っ
て
料
理
を
し
た
り
、
食
器
洗
い
も
で
き
ま
す
。
ま
た
、
体
調
の
悪
い
時
は
、

表
情
や
歩
行
の
様
子
、
椅
子
に
座
っ
て
い
る
姿
勢
等
で
「
い
つ
も
と
違
う
」
を
感
じ
取
り
、

健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
医
療
職
と
も
連
携
し
ま
す
。
望
ん
で
い
る
事
を
上
手
く
伝
え
ら
れ
ず

に
、
イ
ラ
イ
ラ
し
て
大
き
な
声
が
出
た
り
、
強
い
力
で
手
を
握
る
な
ど
あ
り
ま
す
が
、
そ
ん

な
時
は
「
そ
の
人
が
今
ま
で
ど
ん
な
人
生
を
送
っ
て
き
た
か
」
を
重
視
し
、
何
が
伝
え
た
い

の
だ
ろ
う
と
思
い
を
巡
ら
せ
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
ペ
ー
ス
で
向
き
合
う
、
手
を
握
り
、
目
を

リ
ー
ダ
ー
の
言
葉

介
護
の
本
質
と
は
、

　
　
　
生
活
と
人
生
を
支
え
る
事

介
護
老
人
保
健
施
設
　な
の
は
な
館
　み
さ
き

介
護
主
任　

地
引　
大
悟

第
３
回　
認
知
症
の
方
へ
の
支
援
「
そ
の
人
ら
し
く
暮
ら
せ
る
よ
う
に
」

1
連載

認
知
症
〜
暮
ら
し
・
寄
り
添
う

赤門整形外科内科
医療相談員　石井　弘子

【
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
総
合
相
談
窓
口
】

　
　
　

０
８
０-

８
７
５
８-

９
３
９
６

過
去
、
現
在
、
未
来
を
繋
ぐ

　
私
た
ち
介
護
士
の
仕
事
は
、
食
事
・
排
泄
・
入
浴
の
三
大
介
護
が
基

本
的
な
ケ
ア
で
あ
る
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
本
来
の
役
割
は
そ
れ
だ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
人
の
残
さ
れ
た
能
力
、
で
き
る
事
の
可
能

性
に
着
目
し
日
々
の
三
大
介
護
の
中
で
信
頼
関
係
を
築
い
て
い
く
か
ら

こ
そ
、
利
用
者
様
の
本
当
に
求
め
て
い
る
事
も
見
え
て
き
ま
す
。

　
病
気
や
認
知
症
に
な
り
、
ご
本
人
に
と
っ
て
不
本
意
な
状
況
と
な
っ

て
い
る
場
合
、
ど
の
よ
う
な
援
助
を
求
め
て
い
る
か
捉
え
る
事
が
不

可
欠
で
す
。
自
分
の
力
だ
け
で
は
思
う
様
に
生
き
ら
れ
な
く
な
っ
た

不
安
や
葛
藤
、
喪
失
感
は
計
り
知
れ
ま
せ
ん
。

　
時
と
し
て
私
た
ち
職
員
の
理
想
を
「
利
用
者
様
が
望
ん
で
い
る
事
」

と
勘
違
い
し
て
押
し
付
け
の
ケ
ア
を
し
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
は
、
今
ま
で
培
っ
て
き
た
人
生
に
も
目

を
向
け
ま
す
。
家
族
を
大
切
に
し
て
き
た
方
、
仕
事
を
一
生
懸
命

頑
張
っ
て
こ
ら
れ
た
方
等
、
人
そ
れ
ぞ
れ
歩
ん
で
き
た
人
生
背
景
が

あ
り
ま
す
。
利
用
者
様
、
ご
家
族
の
生
き
方
や
思
い
を
最
大
限
に
尊

重
し
、
そ
の
人
ら
し
い
人
生
を
未
来
に
繋
い
で
い
く
た
め
の
援
助
こ

そ
、
私
た
ち
が
行
う
べ
き
ケ
ア
で
す
。

　
介
護
士
は
利
用
者
様
や
ご
家
族
の
笑
顔
に
励
ま
さ
れ
、
多
く
の
学

び
を
得
ら
れ
る
素
晴
ら
し
い
仕
事
で
す
。
そ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
表

す
た
め
に
、
今
後
も
よ
り
良
い
ケ
ア
を
目
指
し
ま
す
。

　
　
【
介
護
老
人
保
健
施
設　
な
の
は
な
館　
み
さ
き
】
０
４
７
０-

２
９-

２
７
０
０

合
わ
せ
「
私
が
理
解
す
る
か
ら
安
心
し
て

ね
」
が
伝
わ
る
よ
う
に
対
応
し
ま
す
。
職
員

の
接
し
方
次
第
で
入
居
者
様
の
表
情
は
優
し

く
な
っ
た
り
厳
し
く
な
っ
た
り
と
変
わ
り
ま

す
。
私
た
ち
職
員
は
、
認
知
症
介
護
の
プ
ロ

と
し
て
、
家
族
で
は
な
い
か
ら
で
き
る
事
も

あ
り
ま
す
。
ご
家
族
に
と
っ
て
大
切
な
方
を

お
預
か
り
し
て
い
る
事
を
念
頭
に
置
き
、
生

活
の
様
子
を
ご
家
族
に
お
知
ら
せ
す
る
と
と

も
に
、
年
４
回
季
刊
誌
を
発
行
し
、
家
族
と

利
用
者
様
の
架
け
橋
と
な
る
よ
う
に
努
め
て

い
ま
す
。

特集　介護老人保健施設　なのはな館　みさき

地域を支える新たな力

医療法人社団慶勝会は平成28年４月１日、館山市の委託により館山市
地域包括支援センター『いちご』を安布里地区に開設しました。地域
包括支援センターは、特に地域の高齢者やその家族を対象に、主に介
護予防事業や権利擁護、認知症の普及活動など目的に全国の自治体で
設けられ、館山市でも、平成18年度より同センター『たてやま』『な
のはな』の２拠点が全地区を担当してきました。しかし当初年間3,000
件程だった相談件数もこの10年で４倍に増加。高齢化や認知症など様々
な課題によりきめ細かく対応すべく『いちご』が３拠点目として開設
され、豊房・館野・九重地区担当となりました。地域を支援する新た
な力として、保健医療の向上や介護・福祉の増進など担います。

館山市地域包括支援センターいちご
館山市安布里 237-3

TEL.0470-28-4115
【営業時間】　月～金　9：00～17：00

　　　土　9：00～12：00
　※日・祝・12/30～1/3 除く

医療法人社団　慶勝会
館山市地域包括支援センターいちご
管理者・保健師　上野　澄子

「身近で、信頼と親しみ感じる『いちご』を目指して」

これまで 33 年間、館山市の保健師として地域に携わってきましたが、
この度管理者に就任しました。地域包括支援センターは、高齢者など
に対し、保健師・社会福祉士・主任介護支援専門員の専門職が連携し
て介護や医療、福祉など様々な支援を行う事業所です。豊房・館野・
九重は高齢化率も高く、また独り住まいの高齢者も多い地区ですので、
より身近で、より信頼と親しみを感じていただける事業所を目指した
いと思っています。これまでの経験で得られた、地域で支え合う環境
づくりや介護予防事業の充実等、『いちご』が担うべき重要な役割と
捉え精一杯努めていく所存です。

管理者紹介

認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
施
設

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
神
明
町
ガ
ー
デ
ン

管
理
者
・
介
護
支
援
専
門
員
　
原
田　
春
美

日
々
の
食
事
の
準
備
も
、
利
用
者
様
自
身
が
盛
り
付

け
や
色
合
い
に
気
を
配
り
な
が
ら
、
職
員
と
共
に
行
っ

て
い
る
。

私がお答え
します。

館山市地域包括
支援センターいちご

★ ケアサービス・まきの実
安布里
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け
医
や
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認
知
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来
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の
忘
れ
外
来
」

等
を
掲
げ
て
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る
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で
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こ
と
が
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す
。
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期
に
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こ
と
の
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と
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く
理
解
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適
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な
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を
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こ
と
で
、

生
活
上
の
障
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を
軽
減
す
る
こ
と
が
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ま
す
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ま
た
、
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の
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を
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け
適
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な
薬
を
使
用
す
る
こ
と
で
も
進
行
を
遅
ら
せ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
そ
の
た
め
早
期
発
見
、
早
期
治
療
が
非
常
に
重
要
で
、
専
門

家
と
の
繋
が
り
を
持
つ
こ
と
に
よ
り
認
知
症
で
あ
っ
て
も
そ
の
人
ら
し

い
生
き
方
を
全
う
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

●
受
診
の
内
容

　

患
者
様
や
ご
家
族
様
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
な
が
ら
、
記

憶
・
知
能
な
ど
に
関
す
る
検
査
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
画
像
検
査
な

ど
を
実
施
し
確
定
診
断
を
行
い
ま
す
。

●「
今
聞
い
て
欲
し
い
こ
と
に
、
今
対
応
で
き
る
」
体
制

　
「
最
近
、
ち
ょ
っ
と
様
子
が
違
う
な
」
と
気
づ
か
れ
て
も
、
遠
方
で

あ
っ
た
り
、
お
仕
事
の
都
合
で
、
直
ぐ
に
受
診
が
難
し
い
と
お
困
り
の

方
は
い
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っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
か
？　
赤
門
整
形
で
は
、
受
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前
で
も
お

電
話
で
の
ご
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を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。
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談
を
お
伺
い
す
る
時

は
、
話
さ
れ
た
内
容
の
他
、
ご
自
身
で
も
気
づ
か
ず
表
面
化
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
が
無
い
か
を
見
逃
さ
な
い
よ
う
配
慮
し
ま
す
。
ど
ん
な
些
細

な
こ
と
で
も
相
談
す
る
こ
と
は
、
何
か
治
療
の
手
が
か
り
を
見
つ
け
出

せ
る
き
っ
か
け
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
患
者
様
や
ご
家
族

の
疑
問
に
応
え
不
安
を
軽
減
し
、
相
違
な
い
信
頼
関
係
の
下
、
安
心
し

て
受
診
で
き
る
よ
う
医
師
へ
繋
ぐ
援
助
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
先

ず
は
受
診
を
お
勧
め
い
た
し
ま
す
が
、
定
期
的
な
診
療
を
希
望
す
る
方

に
は
、
認
知
症
外
来
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

・
赤
門
整
形
外
科
内
科
　認
知
症
外
来
　０
４
７
０-

２
２-

０
０
０
８

　
毎
月
第
一
・
第
三
火
曜
午
前
中
（
予
約
制
）※

一
般
外
来
の
患
者
様

　

と
は
別
室
で
の
ご
案
内
に
つ
き
、
安
心
し
て
診
療
い
た
だ
け
ま
す
。

〝こんな時はどうしたらいいの？　誰に相談するの？〟
医療と介護に関する様々な疑問・お悩みに専門スタッフがお答えします。

相談ひろば　Q&A
2
連載

　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
神
明
町
ガ
ー
デ
ン
で
、
人
生
の
大
先
輩
の
方
々
の
生
活
支
援
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

認
知
症
は
、
進
行
に
よ
り
で
き
な
い
事
、
判
ら
な
く
な
る
事
が
増
え
て
い
き
ま
す
。
体
の

不
調
や
ご
自
分
の
思
っ
て
い
る
事
を
伝
え
る
の
も
難
し
く
な
り
ま
す
が
、
進
行
の
仕
方
は
人

に
よ
り
違
い
ま
す
。

　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
は
、
職
員
が
ご
本
人
の
で
き
る
事
を
見
つ
け
支
援
す
る
こ
と
に
よ

り
、
台
所
に
入
っ
て
料
理
を
し
た
り
、
食
器
洗
い
も
で
き
ま
す
。
ま
た
、
体
調
の
悪
い
時
は
、

表
情
や
歩
行
の
様
子
、
椅
子
に
座
っ
て
い
る
姿
勢
等
で
「
い
つ
も
と
違
う
」
を
感
じ
取
り
、

健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
医
療
職
と
も
連
携
し
ま
す
。
望
ん
で
い
る
事
を
上
手
く
伝
え
ら
れ
ず

に
、
イ
ラ
イ
ラ
し
て
大
き
な
声
が
出
た
り
、
強
い
力
で
手
を
握
る
な
ど
あ
り
ま
す
が
、
そ
ん

な
時
は
「
そ
の
人
が
今
ま
で
ど
ん
な
人
生
を
送
っ
て
き
た
か
」
を
重
視
し
、
何
が
伝
え
た
い

の
だ
ろ
う
と
思
い
を
巡
ら
せ
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
ペ
ー
ス
で
向
き
合
う
、
手
を
握
り
、
目
を

リ
ー
ダ
ー
の
言
葉

介
護
の
本
質
と
は
、

　
　
　
生
活
と
人
生
を
支
え
る
事

介
護
老
人
保
健
施
設
　な
の
は
な
館
　み
さ
き

介
護
主
任　

地
引　
大
悟

第
３
回　
認
知
症
の
方
へ
の
支
援
「
そ
の
人
ら
し
く
暮
ら
せ
る
よ
う
に
」

1
連載

回

「
そ
の
人
ら
し
く
暮
ら
せ
る
よ
う
に
」

認
知
症
〜
暮
ら
し
・
寄
り
添
う

赤門整形外科内科
医療相談員　石井　弘子

【
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
総
合
相
談
窓
口
】

　
　
　

０
８
０-

８
７
５
８-

９
３
９
６

過
去
、
現
在
、
未
来
を
繋
ぐ

　
私
た
ち
介
護
士
の
仕
事
は
、
食
事
・
排
泄
・
入
浴
の
三
大
介
護
が
基

本
的
な
ケ
ア
で
あ
る
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
本
来
の
役
割
は
そ
れ
だ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
人
の
残
さ
れ
た
能
力
、
で
き
る
事
の
可
能

性
に
着
目
し
日
々
の
三
大
介
護
の
中
で
信
頼
関
係
を
築
い
て
い
く
か
ら

こ
そ
、
利
用
者
様
の
本
当
に
求
め
て
い
る
事
も
見
え
て
き
ま
す
。

　
病
気
や
認
知
症
に
な
り
、
ご
本
人
に
と
っ
て
不
本
意
な
状
況
と
な
っ

て
い
る
場
合
、
ど
の
よ
う
な
援
助
を
求
め
て
い
る
か
捉
え
る
事
が
不

可
欠
で
す
。
自
分
の
力
だ
け
で
は
思
う
様
に
生
き
ら
れ
な
く
な
っ
た

不
安
や
葛
藤
、
喪
失
感
は
計
り
知
れ
ま
せ
ん
。

　
時
と
し
て
私
た
ち
職
員
の
理
想
を
「
利
用
者
様
が
望
ん
で
い
る
事
」

と
勘
違
い
し
て
押
し
付
け
の
ケ
ア
を
し
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
は
、
今
ま
で
培
っ
て
き
た
人
生
に
も
目

を
向
け
ま
す
。
家
族
を
大
切
に
し
て
き
た
方
、
仕
事
を
一
生
懸
命

頑
張
っ
て
こ
ら
れ
た
方
等
、
人
そ
れ
ぞ
れ
歩
ん
で
き
た
人
生
背
景
が

あ
り
ま
す
。
利
用
者
様
、
ご
家
族
の
生
き
方
や
思
い
を
最
大
限
に
尊

重
し
、
そ
の
人
ら
し
い
人
生
を
未
来
に
繋
い
で
い
く
た
め
の
援
助
こ

そ
、
私
た
ち
が
行
う
べ
き
ケ
ア
で
す
。

　
介
護
士
は
利
用
者
様
や
ご
家
族
の
笑
顔
に
励
ま
さ
れ
、
多
く
の
学

び
を
得
ら
れ
る
素
晴
ら
し
い
仕
事
で
す
。
そ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
表

す
た
め
に
、
今
後
も
よ
り
良
い
ケ
ア
を
目
指
し
ま
す
。

　
　
【
介
護
老
人
保
健
施
設　
な
の
は
な
館　
み
さ
き
】
０
４
７
０-

２
９-

２
７
０
０

合
わ
せ
「
私
が
理
解
す
る
か
ら
安
心
し
て

ね
」
が
伝
わ
る
よ
う
に
対
応
し
ま
す
。
職
員

の
接
し
方
次
第
で
入
居
者
様
の
表
情
は
優
し

く
な
っ
た
り
厳
し
く
な
っ
た
り
と
変
わ
り
ま

す
。
私
た
ち
職
員
は
、
認
知
症
介
護
の
プ
ロ

と
し
て
、
家
族
で
は
な
い
か
ら
で
き
る
事
も

あ
り
ま
す
。
ご
家
族
に
と
っ
て
大
切
な
方
を

お
預
か
り
し
て
い
る
事
を
念
頭
に
置
き
、
生

活
の
様
子
を
ご
家
族
に
お
知
ら
せ
す
る
と
と

も
に
、
年
４
回
季
刊
誌
を
発
行
し
、
家
族
と

利
用
者
様
の
架
け
橋
と
な
る
よ
う
に
努
め
て

い
ま
す
。

特集　介護老人保健施設　なのはな館　みさき

地域を支える新たな力

医療法人社団慶勝会は平成28年４月１日、館山市の委託により館山市
地域包括支援センター『いちご』を安布里地区に開設しました。地域
包括支援センターは、特に地域の高齢者やその家族を対象に、主に介
護予防事業や権利擁護、認知症の普及活動など目的に全国の自治体で
設けられ、館山市でも、平成18年度より同センター『たてやま』『な
のはな』の２拠点が全地区を担当してきました。しかし当初年間3,000
件程だった相談件数もこの10年で４倍に増加。高齢化や認知症など様々
な課題によりきめ細かく対応すべく『いちご』が３拠点目として開設
され、豊房・館野・九重地区担当となりました。地域を支援する新た
な力として、保健医療の向上や介護・福祉の増進など担います。

館山市地域包括支援センターいちご
館山市安布里 237-3

TEL.0470-28-4115
【営業時間】　月～金　9：00～17：00

　　　土　9：00～12：00
　※日・祝・12/30～1/3 除く

医療法人社団　慶勝会
館山市地域包括支援センターいちご
管理者・保健師　上野　澄子

「身近で、信頼と親しみ感じる『いちご』を目指して」

これまで 33 年間、館山市の保健師として地域に携わってきましたが、
この度管理者に就任しました。地域包括支援センターは、高齢者など
に対し、保健師・社会福祉士・主任介護支援専門員の専門職が連携し
て介護や医療、福祉など様々な支援を行う事業所です。豊房・館野・
九重は高齢化率も高く、また独り住まいの高齢者も多い地区ですので、
より身近で、より信頼と親しみを感じていただける事業所を目指した
いと思っています。これまでの経験で得られた、地域で支え合う環境
づくりや介護予防事業の充実等、『いちご』が担うべき重要な役割と
捉え精一杯努めていく所存です。

管理者紹介

認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
施
設

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
神
明
町
ガ
ー
デ
ン

管
理
者
・
介
護
支
援
専
門
員
　
原
田　
春
美

日
々
の
食
事
の
準
備
も
、
利
用
者
様
自
身
が
盛
り
付

け
や
色
合
い
に
気
を
配
り
な
が
ら
、
職
員
と
共
に
行
っ

て
い
る
。

私がお答え
します。

館山市地域包括
支援センターいちご

★ ケアサービス・まきの実
安布里
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11 10赤門だより赤門だより

順番などはお好みで、回数もご自身の体調に合わせ、無理のない範囲でお試しください。
※日常生活で痛みや問題が生じている場合は、専門の整形外科などにご相談を。

4
連載
4
連載 簡単！家リハ vol.5 座ってできる転倒予防体操

いつまでも自分らしい健やかな身体をキープしよう！！

介護老人保健施設　なのはな館　みさき
作業療法士
野崎　孝伸

理学療法士
伊東　奈美

専門スタッフが自宅で手軽に
できるリハビリメニューをご紹介

①　両足同時に行います。足首を矢
　　印の方向へ交互に動かします。
　　※右の図参照

③　左右順番に行います。つま先に
　　タオルを引っかけ、ふくらはぎ
　　を伸ばします。

いかがでしたか？

平成 28 年２月 28 日（日）

地域の集会所で認知症講座
昨年より当法人の介護施設で行ってきた無料講座です
が、今回初めて地域の集会所をお借りして開催しまし
た。館山市神明町地区の青年館に地元の方々にお集ま
りいただき、「認知症の方を地域で見守る社会で支える」
をテーマに、専門職である介護福祉士が講義を行いま
した。質疑応答では、介護の悩みや日常の困り事につ
いて参加者同士で積極的に意見交換する場面もあり、
参加者からは「認知症の症状や相談先を知る事ができ
た」「他の参加者の話が聞けて良かった」などの声も寄
せられました。今年に入り地域の小学校でも開催しま
したが、今後もより地域に密着した活動を行っていく
予定です。

各施設の日々の様子やその他情報は、ホームページでもご紹介しています。
医療法人社団　慶勝会 慶勝会 検索 株式会社ケアサービス・まきの実 まきの実 検索

足関節の柔軟性の維持
段差につまずいたり、つま先を引っかけ転倒しそうになったことはありません
か？筋力や筋の柔軟性の低下により足首の動きが悪くなると、つま先が上げず
らく、すり足になり、障害物につまずきやすくなります。また転倒による骨折
は、介護が必要な生活となる危険性もあります。転倒予防には足首の動きが重
要となるため、今回は座ってできる足首の転倒予防体操をご紹介します。

ポイント

●詳しくはホームページの「新着情報」をご覧ください。

介
護
老
人
保
健
施
設
　な
の
は
な
館
　み
さ
き

サ
テ
ラ
イ
ト
型
小
規
模
介
護
老
人
保
健
施
設
　な
の
は
な
館
　な
ぎ
さ

施
設
長
　髙
木
　晴
代

②　足首の拡大図

つま先を
手前に倒す

つま先を
奥に倒す

3
連載 医療・介護　現場の目

患者様や利用者様、ご家族とのコミュニケーションで大事にする事は？
現場スタッフが一番大切にする接し方、目を向けるポイントを語ります。

人
と
し
て
の
尊
厳
を
守
る

　自
己
紹
介

　
平
成
27
年
４
月
か
ら
「
な
の
は
な
館
」
の
施
設
長
に
就
任
し
１
年
が
経

ち
ま
し
た
。
就
任
前
は
都
内
の
病
院
で
麻
酔
科
医
勤
務
を
経
て
、
15
年
ほ

ど
前
か
ら
生
ま
れ
育
っ
た
館
山
市
内
の
地
域
密
着
の
病
院
で
麻
酔
科
勤
務

を
し
て
き
ま
し
た
。
医
療
だ
け
で
は
な
く
介
護
や
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
新
た
な
環
境
と
な
り
ま
し
た
が
、
今
ま
で
の
経
験
を
生
か
し
職
員
の

皆
さ
ん
と
一
緒
に
利
用
者
様
へ
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

　一
年
を
振
り
返
っ
て

　
各
科
医
師
・
看
護
師
・
介
護
支
援
専
門
員
・
介
護
士
・
セ
ラ
ピ
ス
ト
・

栄
養
士
を
含
め
様
々
な
職
種
の
職
員
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
、
あ
っ
と
い
う

間
に
過
ぎ
た
１
年
で
し
た
。
利
用
者
様
の
在
宅
復
帰
を
目
指
し
、
機
能
回

復
と
維
持
に
努
め
る
こ
と
の
大
切
さ
と
大
変
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　心
掛
け
て
い
る
こ
と

　
利
用
者
様
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
時
は
、
車
椅
子
を
利
用
し

て
い
る
方
も
ベ
ッ
ト
で
横
に
な
っ
て
い
る
方
も
同
じ
目
線
の
高
さ
を
保

ち
、
笑
顔
で
接
す
る
こ
と
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。
高
齢
に
な
る
と
視
野

が
狭
く
な
り
ま
す
が
、
目
線
を
一
緒
に
す
る
こ
と
で
利
用
者
様
が
安
心

し
、
心
が
通
じ
合
う
医
療
や
介
護
の
現
場
に
な
る
と
思
う
か
ら
で
す
。

　今
後
の
展
望
と
現
場
に
望
む
こ
と

　
医
療
も
介
護
も
同
じ
で
す
が
、「
人
と
し
て
の
尊
厳
を
守
る
」
と
い
う

大
切
な
心
が
あ
り
ま
す
。
医
療
や
介
護
が
目
指
す
理
念
を
し
っ
か
り
と
見

据
え
、
自
分
自
身
の
心
を
強
く
持
っ
て
進
む
事
が
大
切
と
考
え
ま
す
。
利

用
者
様
の
こ
れ
ま
で
の
人
生
を
尊
重
し
、
今
ま
で
生
活
を
支
え
て
来
ら
れ

た
ご
家
族
を
理
解
し
、
今
ま
で
以
上
に
笑
顔
の
絶
え
な
い
施
設
に
し
て
行

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

100歳を迎え内閣総理大臣よりお祝い状と記念品をいただきま
した。皆で飾りを準備し、手作りケーキでお祝いしました。

～100歳のお祝い～
（グループホーム広瀬ガーデン）

ホットプレートで桜餅の皮を焼き、焼きたての皮に餡を包み
皆で美味しくいただきました。

～桜餅風餡包みを作りました～
（グループホーム広瀬ガーデン）

～節分の行事～
（デイホーム安布里）

太巻き寿司作り、豆まき、輪投げゲームと盛りだくさんで笑
顔溢れる節分になりました。

地元で人気の観光スポットにおでかけしました。テラスにて
職員の手作り弁当を食べた後、買い物を楽しみました。

～道の駅「三芳村」鄙の里～
（グループホーム堂の下ガーデン）



□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
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順番などはお好みで、回数もご自身の体調に合わせ、無理のない範囲でお試しください。
※日常生活で痛みや問題が生じている場合は、専門の整形外科などにご相談を。

4
連載
4
連載 簡単！家リハ vol.5 座ってできる転倒予防体操

いつまでも自分らしい健やかな身体をキープしよう！！

介護老人保健施設　なのはな館　みさき
作業療法士
野崎　孝伸

理学療法士
伊東　奈美

専門スタッフが自宅で手軽に
できるリハビリメニューをご紹介

①　両足同時に行います。足首を矢
　　印の方向へ交互に動かします。
　　※右の図参照

③　左右順番に行います。つま先に
　　タオルを引っかけ、ふくらはぎ
　　を伸ばします。

いかがでしたか？

平成 28 年２月 28 日（日）

地域の集会所で認知症講座
昨年より当法人の介護施設で行ってきた無料講座です
が、今回初めて地域の集会所をお借りして開催しまし
た。館山市神明町地区の青年館に地元の方々にお集ま
りいただき、「認知症の方を地域で見守る社会で支える」
をテーマに、専門職である介護福祉士が講義を行いま
した。質疑応答では、介護の悩みや日常の困り事につ
いて参加者同士で積極的に意見交換する場面もあり、
参加者からは「認知症の症状や相談先を知る事ができ
た」「他の参加者の話が聞けて良かった」などの声も寄
せられました。今年に入り地域の小学校でも開催しま
したが、今後もより地域に密着した活動を行っていく
予定です。

各施設の日々の様子やその他情報は、ホームページでもご紹介しています。
医療法人社団　慶勝会 慶勝会 検索 株式会社ケアサービス・まきの実 まきの実 検索

足関節の柔軟性の維持
段差につまずいたり、つま先を引っかけ転倒しそうになったことはありません
か？筋力や筋の柔軟性の低下により足首の動きが悪くなると、つま先が上げず
らく、すり足になり、障害物につまずきやすくなります。また転倒による骨折
は、介護が必要な生活となる危険性もあります。転倒予防には足首の動きが重
要となるため、今回は座ってできる足首の転倒予防体操をご紹介します。

ポイント

●詳しくはホームページの「新着情報」をご覧ください。

介
護
老
人
保
健
施
設
　な
の
は
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さ
き

サ
テ
ラ
イ
ト
型
小
規
模
介
護
老
人
保
健
施
設
　な
の
は
な
館
　な
ぎ
さ

施
設
長
　髙
木
　晴
代

②　足首の拡大図

つま先を
手前に倒す

つま先を
奥に倒す

3
連載 医療・介護　現場の目

患者様や利用者様、ご家族とのコミュニケーションで大事にする事は？
現場スタッフが一番大切にする接し方、目を向けるポイントを語ります。

人
と
し
て
の
尊
厳
を
守
る

　自
己
紹
介

　
平
成
27
年
４
月
か
ら
「
な
の
は
な
館
」
の
施
設
長
に
就
任
し
１
年
が
経

ち
ま
し
た
。
就
任
前
は
都
内
の
病
院
で
麻
酔
科
医
勤
務
を
経
て
、
15
年
ほ

ど
前
か
ら
生
ま
れ
育
っ
た
館
山
市
内
の
地
域
密
着
の
病
院
で
麻
酔
科
勤
務

を
し
て
き
ま
し
た
。
医
療
だ
け
で
は
な
く
介
護
や
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
新
た
な
環
境
と
な
り
ま
し
た
が
、
今
ま
で
の
経
験
を
生
か
し
職
員
の

皆
さ
ん
と
一
緒
に
利
用
者
様
へ
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

　一
年
を
振
り
返
っ
て

　
各
科
医
師
・
看
護
師
・
介
護
支
援
専
門
員
・
介
護
士
・
セ
ラ
ピ
ス
ト
・

栄
養
士
を
含
め
様
々
な
職
種
の
職
員
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
、
あ
っ
と
い
う

間
に
過
ぎ
た
１
年
で
し
た
。
利
用
者
様
の
在
宅
復
帰
を
目
指
し
、
機
能
回

復
と
維
持
に
努
め
る
こ
と
の
大
切
さ
と
大
変
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　心
掛
け
て
い
る
こ
と

　
利
用
者
様
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
時
は
、
車
椅
子
を
利
用
し

て
い
る
方
も
ベ
ッ
ト
で
横
に
な
っ
て
い
る
方
も
同
じ
目
線
の
高
さ
を
保

ち
、
笑
顔
で
接
す
る
こ
と
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。
高
齢
に
な
る
と
視
野

が
狭
く
な
り
ま
す
が
、
目
線
を
一
緒
に
す
る
こ
と
で
利
用
者
様
が
安
心

し
、
心
が
通
じ
合
う
医
療
や
介
護
の
現
場
に
な
る
と
思
う
か
ら
で
す
。

　今
後
の
展
望
と
現
場
に
望
む
こ
と

　
医
療
も
介
護
も
同
じ
で
す
が
、「
人
と
し
て
の
尊
厳
を
守
る
」
と
い
う

大
切
な
心
が
あ
り
ま
す
。
医
療
や
介
護
が
目
指
す
理
念
を
し
っ
か
り
と
見

据
え
、
自
分
自
身
の
心
を
強
く
持
っ
て
進
む
事
が
大
切
と
考
え
ま
す
。
利

用
者
様
の
こ
れ
ま
で
の
人
生
を
尊
重
し
、
今
ま
で
生
活
を
支
え
て
来
ら
れ

た
ご
家
族
を
理
解
し
、
今
ま
で
以
上
に
笑
顔
の
絶
え
な
い
施
設
に
し
て
行

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

100歳を迎え内閣総理大臣よりお祝い状と記念品をいただきま
した。皆で飾りを準備し、手作りケーキでお祝いしました。

～100歳のお祝い～
（グループホーム広瀬ガーデン）

ホットプレートで桜餅の皮を焼き、焼きたての皮に餡を包み
皆で美味しくいただきました。

～桜餅風餡包みを作りました～
（グループホーム広瀬ガーデン）

～節分の行事～
（デイホーム安布里）

太巻き寿司作り、豆まき、輪投げゲームと盛りだくさんで笑
顔溢れる節分になりました。

地元で人気の観光スポットにおでかけしました。テラスにて
職員の手作り弁当を食べた後、買い物を楽しみました。

～道の駅「三芳村」鄙の里～
（グループホーム堂の下ガーデン）



最新の外来予定は
こちらのQRコード
からご確認いただ
けます。

赤門整形外科内科
〒294-0034 千葉県館山市沼1619
TEL. 0470-22-0008　FAX. 0470-23-2836

介護老人保健施設　なのはな館　みさき
〒294-0303 千葉県館山市浜田110-1
TEL. 0470-29-2700　FAX. 0470-29-2777

サテライト型小規模介護老人保健施設　なのはな館　なぎさ
〒294-0045 千葉県館山市北条2832
TEL. 0470-24-2700　FAX. 0470-24-2701

なのはな訪問看護ステーション
〒294-0034 千葉県館山市沼1604-4
TEL.0470-24-3113　FAX.0470-24-3117

ホームヘルプサービスなのはな
〒294-0034 千葉県館山市沼1604-4
TEL. 0470-24-1226　FAX. 0470-24-3117

赤門ケアプランセンター
〒294-0034 千葉県館山市沼1637-1
TEL. 0470-22-0023　FAX. 0470-23-6160

館山市地域包括支援センターなのはな
〒294-0034 千葉県館山市沼1604
TEL. 0470-22-1350　FAX. 0470-22-1351

館山市地域包括支援センターいちご
〒294-0043 千葉県館山市安布里237-3
TEL. 0470-28-4115　FAX. 0470-28-4116

管理部
〒294-0034 千葉県館山市沼1599-1、1階
TEL. 0470-25-7300　FAX.  0470-25-7301

月～金（午前）9：00～12：00　（午後）14：00～18：00 
土曜日（午前）9：00～12：00　（午後）14：00～17：00 
月～金　8：30～19：00
土曜日　8：30～17：00
月～金　8：30～18：00
土曜日　8：30～17：00
日・祝・祭日、年末年始
（12月 30 日～１月３日）

診療時間

リハビリテーション

外来受付時間

休診日

赤門ヘルスケアグループ　季刊広報誌「赤門だより」通巻47号
（医療法人社団　慶勝会 / 株式会社ケアサービス・まきの実　共同発行）
発行・責任：「赤門だより」編集発行室
〒294-0034　千葉県館山市沼1599-1、1階
TEL.0470-25-7300　FAX.0470-25-7301
医療法人社団　慶勝会　http://www.keishokai.or.jp
株式会社ケアサービス・まきの実　http://www.makinomi.co.jp
発行日：平成28年４月15日（年４回発行）
編集・印刷・写真：管理部　総合企画

救急告示診療所・労災指定・生活保護法指定・原爆医療指定・公害・特定疾患・身体障害者福祉法指定医

赤門ヘルスケアグループ　事業所一覧

●●　医療法人社団　慶勝会
グループホーム堂の下ガーデン
〒294-0056　千葉県館山市船形827-11　TEL＆FAX.0470-20-5228
グループホーム神明町ガーデン
〒294-0045　千葉県館山市北条1173-6　TEL＆FAX.0470-24-5075
グループホーム広瀬ガーデン
〒294-0008　千葉県館山市広瀬368-1　TEL.0470-20-6221　FAX.0470-36-1022
グループホームやつかガーデン
〒299-2415　千葉県南房総市富浦町深名656-1　TEL.0470-33-3113　FAX.0470-33-3114
グループホーム相浜ガーデン
〒294-0235　千葉県館山市相浜75-1　TEL.0470-20-7511　FAX.0470-28-3588
グループホーム安布里ガーデン
〒294-0043　千葉県館山市安布里237-2　TEL.0470-29-5146　FAX.0470-29-5147
デイサービス安布里
〒294-0043　千葉県館山市安布里237-2　TEL.0470-25-5766　FAX.0470-24-3090
デイホーム柏崎
〒294-0034　千葉県館山市沼1627-2　TEL.0470-25-5337　FAX.0470-22-8101
デイホーム西の浜
〒294-0034　千葉県館山市沼865　TEL.0470-23-3319　FAX.0470-23-3392
デイホームやつか
〒299-2415　千葉県南房総市富浦町深名656-1　TEL.0470-33-3113　FAX.0470-33-3114
デイホーム安布里
〒294-0043　千葉県館山市安布里237-2　TEL.0470-29-5367　FAX.0470-24-3090
福祉用具貸与・販売、生活支援（すりーえす）
〒294-0034　千葉県館山市沼1630-1　TEL.0470-28-4025　FAX.0470-29-5211
介護タクシー（介護タクシー・まきの実）
〒294-0034　千葉県館山市沼1630-1　TEL.0470-29-5210/080-8809-8881
本　部
〒294-0034　千葉県館山市沼1599-1-2階　TEL.0470-30-8488　FAX.0470-29-5206

●●株式会社ケアサービス・まきの実

赤門整形外科内科　ご利用のご案内（平成28年４月時点）

近所の河津桜を見に散歩に出かけた
時のワンカット。利用者様が「桜は
嘘をつかないなあ、必ず１年に１回
花をつける。人間も見習わなきゃい
けないね」とお話ししておられまし
た。

車イスOK
！！

運転手は介護職員初任者研修修了者です。

介護タクシー・まきの実

0470-29-5210／080-8809-8881
検査や透析などの定期利用にも便利

急な予約OK！！

買物 通院 旅行

医療と介護で地域に根差す
赤門ヘルスケアグループ【季刊広報誌】

その人らしい暮らしを支える

相談ひろばQ&A
病院でも認知症の相談ってできるの？

医療・介護　現場の目
人としての尊厳を守る

Pickup

連載②

連載③

特集 心と心を繋ぐケア
介護老人保健施設　なのはな館　みさき

Akamon Healthcare Group




